






Clothing Contents in the Home Economics Teacher Training Curriculum 
at Hiroshima University
Kaori Murakami and Akiko Suzuki
Abstract: This study explored the composition of clothing contents for home economics science 
classes in the home economics teacher training curriculum at Hiroshima University, which was 
based on the results of attempts to cross-link the curriculum subjects with their contents. Thus, 
we aimed to obtain suggestions for constructing a home economics teacher training program 
model. In the new curriculum guidelines, the subject of home economics is described as 
teaching students a new “perspective and way of thinking about lifestyle activities.” Therefore, 
a comprehensive perspective on the home economics curriculum, material composition, and 
lessons is necessary to take advantage of this “lifestyle.” The curriculum to date includes 
clothing-related framework contents, such as clothing materials, production, composition, and 
management. Courses were named using keywords that reﬂ ect four perspectives and lifestyles, 
such as “environment” and “design”; e.g., the core subject of the “Introduction to Clothing” 
lesson was clothing. Students were given the information necessary to solve the problems 
experienced during the performance of practical training exercises. The results were used to 
conceive a lesson plan for students to acquire the ability to consider their lifestyle from the four 
perspectives of “cooperation and collaboration,” “health, comfort, and safety,” “successful creation 
of living culture,” and “building a sustainable society.”
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習，演習形式を取り入れ，学生自身も衣生活に対する
課題を見いだす力，課題解決探究力を習得できるよう
にした。
　なおこの表には示していないが，学生たちは１年次
に「人間生活（家庭科）教育概論」という必修科目を
履修する。この科目の目標を次に示す。
　「人間生活の質的向上および生活主体者としての生
活実践力の育成をめざす人間生活教育について関心を
もつとともに，家庭科教育や生涯学習における生活教
育の意義を理解し，現代の生活課題を総合的・体系的
にとらえ，それらに基づいて自分の生活課題について
考えることができる。」
　この科目を履修することによって，生活を構築して
いる要素と，それらを多様な視点でとらえることの意
義が理解できると考える。このことをふまえ，２年次
では，各専門領域の概論を配置する。
８．「衣生活概論」の内容
　専門科目として，衣生活内容領域の最初に設置した
「衣生活概論」の授業の目標は，次のように設定した。
　「家庭科の学習内容である衣生活を対象として，生
涯発達及び環境・技術との相互作用に係る要素を，被
服の機能，素材，設計，管理などの視点により，科学
的に理解し，衣生活創造のための技術を習得するこ
とによって構造化する。そして衣生活に関わる問題を
発見し，その解決方法を探り，衣生活創造を行うため
の教材を追究することができる資質・能力を身につけ
る。」
　なお新カリキュラム構想においては，本コースの人
間発達，生活経営，食生活，住生活の領域でも，２年
次にそれぞれの領域の核となる概論科目を設置するこ
ととした。また授業の目標も，「・・・を対象として，・・・
に係る要素を・・・の視点により，・・・によって構
造化する。」という表示形式に統一する試みを行って
いる。
　表７に「衣生活概論」の授業計画を示す。この科目
では，まず衣生活を学ぶ意義を理解し，衣生活におけ
る課題について考える姿勢を習得させたいと考えてい
る。またその後の衣生活内容の科目がどのように展開
するかがわかるように進めることで，生活の営みに係
る見方・考え方における４つの視点をイメージできる
ようになることが期待できる。
　図２に衣生活の学びに関連する学問領域を示す。人
間が着装する衣服と着装された状況を示す被服を取り
巻く学問領域は，衣服そのものを追究する繊維工学を
主とした工学系，理学系に加え，衣服を着装する人体
を対象として追究する医学，生理学などの自然科学系
がある。また，人間が衣服を着装するという衣生活の
背景にある歴史（時間），環境（空間），文化（社会），
価値（行動）の側面から，被服を対象として追究する
社会学，心理学などの社会科学系もある。このように
多様な視点から，それらの方法論を使って生活を追究
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―　家庭科内容学としての衣生活内容の構想　―
する学問が，教科家庭科の背景学問としての家政学で
ある。また家政学はさまざまな学問分野を包括する総
合科学であるだけではなく，生活という営みを対象と
することから，実生活での応用展開を目指す実践科学
でもある。第１回目の授業では，これから学ぶ衣生活
の内容が，このような幅広い学問領域と関連している
ことも認識させ，多様な学問を通して，食生活や住生
活など本コースで学ぶ他の生活領域ともつながること
を意識させる。
　この授業では，講義だけではなく被服製作実習も取
り入れる。実習では子供用の甚平（上衣）とその下衣
であるパンツを製作する。そこで，パフォーマンス課題
を「子供用甚平とパンツを用いて，豊かな衣生活のあ
り方を子供をもつ親に説明しよう。」として，第１回に
提示し，以降各回の授業で，その最終課題に向かって
必要な情報を蓄積していく。製作実習も技能習得に加
えて，それらがもつ教材的意義を捉えさせる場となる。
　実習では，縫製の技能として基礎縫い，ミシンの取
り扱いも習得する。始めに製作する甚平は子供用であ
り，一般的な手ぬぐいを使用する。手ぬぐいの素材を
理解する中で，手ぬぐいの用途との関係から被服材料
学の知識にもつながる。布の裁断においては，手ぬぐ
いを全く無駄なく使用する平面構成の知識を被服構成
学として学ぶ。甚平を縫製する工程を通じて，着装し
たときの人間と被服との関係を想像し，着装時のゆと
りと密着，通気についても考えることができ，被服衛
生学の学びにつながる。また着装時に人体と密着する
部分の理解から，汚れの付着，除去など被服管理学に
展開できる。平面構成での直線縫いでミシンの取り扱
いにも慣れた後，パンツの製作に取りかかる。パンツ
の製作を通して，立体構成の知識を学び，また子供の
身体の大きさの理解，ライフステージと衣生活との関
係を考えることができる。子供用の被服製作を行うこ
とで保育学とも関連づけて学ぶことができる。また立
体構成と平面構成の違いを学ぶことで衣服の収納など
現代の住生活との課題を気づかせることもできると考
えられる。
　以上のように，第１回～第13回までの授業の中で，
一貫してパフォーマンス課題を意識し，課題解決に必
要な情報を優先順位をつけて学ぶことによって，実感
的に，「協力・協働」，「健康・快適・安全」，「生活文
化の継承・創造」，「持続可能な社会の構築」の４つの
視点で生活をとらえることを意識づける。第14回には
集積してきた情報と４つの視点を意識して，パフォー
マンス課題「子供用甚平とパンツを用いて，豊かな衣
生活のあり方を子供をもつ親に説明する企画を構想
し，発表する。」に取り組む。自分の考えを他者に的
確に伝えるという課題も含んでおり，表現力の習得も
期待できる。以上の流れによって，家庭科内容学とし
ての衣生活内容について知識と技術，応用力を養うこ
とを目指す。 
９．まとめと今後の課題
　本報告では，新学習指導要領において示された資質・
能力の育成を目指すため，家庭科教員養成課程におけ
る衣生活内容領域のあり方を再考した。
　その結果，家庭科内容学としての衣生活内容領域は，
生活の営みに係る見方・考え方の４つの視点を軸に，
学生自らが生活課題を見いだす力とその課題解決のた
めの探究力を養えるカリキュラムにすることが必要で
あることが示唆された。衣生活内容領域では，被服製
作実習において多様な関連情報相互の関係性を捉えた
り，それらの教材的価値を実感的に捉えたりすること
が可能であり，パフォーマンス課題に向けての有効な
学びの場となる。それらを有効に活用し，学生の学習
意欲を喚起することが望ましい。特に衣生活内容領域
の最初に履修する「衣生活概論」では，専門教育科目
に対する学習意欲を維持することも求められる。図２
に示したように衣生活内容は様々な学問領域と関連し
ているが，食生活，住生活などすべての生活領域科目
も同様である。したがって，各領域の授業でも教科内
容担当教員が４つの視点から当該の生活課題を追究で
きる内容を共通にとりいれ，生活課題について，複数
の領域から教材研究ができる資質・能力を育成できる
カリキュラムにすることが今後の課題である。
　家庭科教員に求められる能力は，時代や社会の変化
に適応した教材を追究できる研究力と，子供の発達段
階や学習環境に応じた教材を開発できる教育力であ
る。これらの力を育むカリキュラムについて，さらに
検討を重ねていくことが求められる。
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